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このたびは、コロナ石油ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありがとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになる方がい 
つでも見られる所に「保証書」と共に大切に保 
管してください。 


燃料は必す良質の灯油を 
使用してください。 

△危険 


△警告 

© 

ガソリン 使用禁止 
使用 燃料： 灯油 

衣類乾燥厳禁 

KEROSENE ONLY 

A 注意 

変質した持ち越し灯油 
使用厳禁 

f 寝るとき消火1 

1給油時消火1 



□ 特に注意していただきたいこと 

(安全のために必すお守りください)1〜3 


* 灯油の廃棄について -3 

□ 使用する場所-3 

B 各部のなまえ-4 

•外観図- 4 

•構造図- 4 

□ 使用前の準備- 5〜6 

•開こんと部品のセット -5 

•燃料- 5 

•給油-6 

•点火前の準備と確認-6 

B 使用方法 - 7〜9 

•点火- 7 

•炎の調節-8 

•消火- 8~9 

□ 対震自動消火装置-9 

□ その他の装置-9 

□ 日常の点検•手入れ-10〜11 

□ 定期点検 - 12 

[0 故障 • 異常の見分け方と処置方法-12 

EQ 部品交換のしかた-13 

C 0 保管（長期間使用しないとき）-13 

E 仕様 - 14 

[Q アフターサービス- 14 


乾電池別売 


乾電池は付属されていません。 

乾電池（単二形）4個をお買い求めください。 



株式会社 










































































■特に注意していただきたいこと(安全のために必ずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容 
をよく理解してから本文をお読みください。 


△危険 


この表示を無視して、誤った取り扱い 
をすると、人が'死亡、重傷を負う危険 
または火災の危険が'差し迫って生じる 
ことが想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


么記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 
/!\図の中に具体的な注意内容（△の場合は一般的な注意、 
’零、 A の場合は感電注意）が描かれています。 


△警告 


この表示を無視して、誤った取り扱い 
をすると、人が'死亡、重傷を負ろ可能 
性または火災の可能性が想定される内 
容を示しています。 


(§) 


G 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合はガソ 
リン禁止）が描かれています。 


△注意 


この表示を無視して、誤った取り扱い 
をすると、人が'傷害を負ろ可能性や物 
的損害の発生が想定される内容を示し 
ています。 


〇 ❶記号は行為を指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容 （ 左図の場合は一般的な行 
為の指示）が描かれています。 


△ 危険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくださし、。 
b 災の圃こなります。 



△ 警告 (WARNING) 


カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいもののそ 
ばなどでは使用しないでください。 
火災の原因になります。 



換気必要 


© 


換気せずに使用しつづけないで 
ください。酸素が不足すると、 

不完全燃焼し、一酸化炭素など 
が発生して中毒になるおそれが 
あります。また、乳幼兒や呼吸 
器疾患などのかたは体調不良に 
なるおそれがあります。使用中 
は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2分）換気して、新鮮な 
空気を補給してください。窓の凍結、地下室など換気 
が'十分におこなえない場所では、使用しないでください。 
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寝るとき消火 

寝るときや外出するときは、必 
す消火してください。 

また、人目の届かないところでは、 

使用しないでください。 

不完全燃焼や異常燃焼 • 火災の 
おそれがあります。 

消火の際は、必ずしん調節つまみが'消火位置にもどり、 
火が消えたことを確かめてください。 



給油時消火 

給油は、必す消火してからおこ 
なつてください。 

火災の原因になります。 

こぼれた灯油は、よくふきとつ 
てください。 



油もれ危険 

給油口は確実に閉めてください。 

給油□を下にして、油もれがな 
いことを確かめてください。 

給油□が'確実に閉まっていないと、 

簡単にひらいて、火災の原因になります。 



衣類の乾燥厳禁 

衣頚などの乾燥には使用しない 
でください。 

衣類が落下して火がつき、火災 
の原因になります。 



やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせないで 
ください。 

振動や接触によってやかんやな 
ベなどの熱湯がこぼれ、やけど 
のおそれがあります。また、なべの煮こぼれによって 
ストーブ内部の部品が損傷するおそれがあります。 

























































△警告 (WARNING) 


スプレー缶厳禁 

スプレー缶や力 t ットこんろ用ポ 
ンべなどをス I ブの上や前に放 
置しないでください。 

熱で缶の圧力が上がり、爆発し、 
危険です。 



可燃性ガス使用厳禁 

ス I ブを使用している部屋で、 
可燃性ガスが発生するもの（ベン 
ジン、シンナ ー 、ガソリン）、ス 
プレーを使用しないでください。 
火災や故障の原因になります。 


0 



△注意 (CAUTION) 


燃焼中移動禁止 


火のついたまま持ち運ばないでく 
ださい。 

やけどのおそれ^>ヾあります。 

また、転倒すると火災になるおそ 
れがあります。 



局電圧に注意 


点火時 （ 通電時）に、点火プラグからは高 
電圧が発生します。点火プラグに不用意に 
触れないでください。感電するおそれがあります。 
特に/」\さいお子様にご注意ください。 


A 


異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の色など 
異常燃焼を起こしたときは使用し 
ないでください。 

緊急の場合でもあわてずにしんを 
下げて消火してください。 

03= 8 - 9ページ） 
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居室内給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこな 
つてください。火災のおそれがあります。 

変質灯油禁止 


0 

0 


変質灯油 （ 持ち越した灯油など)、不純灯油（灯 
油以外の油•水 ■ ごみが混入した灯油など） 

を使用しないでください。 

異常燃焼やしんが下がらなくなるおそれがあります。 

高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部（図の 
アミ部分）に手などふれないでくだ 
さい。 

やけどのおそれ^>ヾあります。 

小さいお子様やからだの不自由な 
方のいるご家庭では、特に注意してください。 



掃除機の排気に注意 

燃焼中に掃除機の排気などをあ 
てないでください。 

風があたると赤火が出たり、異 
常燃焼の原因になり危険です。 



分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら、使用しないでください 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 




可燃物との距離を離す 

燃えやすいものや障 
害物とは、必ず図に 
示す距離をとって設 
置してください。 

火災のおそれがあり 
ます。 


dOOcm 以上 / y 

J15 


50cm 以上 


20cm 以上 

ず 




50cm 以上 


100 cm 以上 


ほこりの除去 

ほこりを、ときどき除去してください。 

ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼のお 
それがあります。 


❶ 


0 


次の場所では使用しない 

火災や予想しない事故の原因になります。 

參水平でない場所、不安定な場所 
♦風のあたる場所、部屋の出入□や屋外 
聲ほこりや湿気の多い場所 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
_可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 
籲温室、飼育室など人のいない場所 
參理.美容室、クリーニング店などスプレーや化学 
薬品を使ろ場所 

籲マントルビースなどストーブが囲われる場所 
•直射日光のあたる場所 











































1 .特に注意していただきたいこと(安全のために必ずお守りください) 


△注意 ( CAUTION ) 

純正部品の使用 A 

しんなどの綱は、必ず純]!獅（雖され^^ 

た部品）を使用してください。 

予想しない事故が発生するおそれがあります。 

日常のお手入れ時の注意 A 

日常の点検 • 手入れは必ずおこな 胃胃 

点検■手入れは、ストーブが冷え if ^ 

てからおこなってください。 r 

(ぽ10.11ぺージ） ^ 

やけどのおそれ;^あります。 

正常燃焼の確認 A 

正常に燃焼していることを M ん 
てください。 

しんが上がりすぎたり、燃焼筒が 
ずれていたりすると異常燃焼し危 [ 

険です。 ^ , 

保管時にしていただくこと A 

長期間使用しないときまたは糖すると胃胃 
きは、必ず灯油を抜いて、乾電池を取り 
はすしてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 
火災のおそれがあります。 

燃焼筒のガラスが割れたままの使用禁止 

燃焼筒のガラスが欠けたり、割れて破 

損したままの状態では、絶対に使用し ( V ) 

ないでください。 

異常燃焼したり、すすが発生するおそれがあり 
ます。 

廃棄するとき 

スト-ブを n 難分するときは、必ず 
油タンク • 固定タンク内の灯油を給油ポ 
ンプなどで抜き取ってください。11ぺージ） 

灯油や乾電池が入ったまま廃棄するとリサイクルの際 
に思わぬ事故になるおそれがあります。 

ふく射熱に長時間あたらない X-N 

ス1ブに直接長時間あたらないでく 
ださい。低温やけどや脱水症状になる 
おそれがあります。 

お子様、お年寄り、病気の方、皮ふの弱い方などが 
お使いになる場合は、ス1 ブの取り扱い、部屋の 
換気、やけど、低温やけどや脱水症状などについて 
周囲の人が'十分注意してください。 

V _ 

運搬するとき A 

スト-ブを■する i 詰は、，■タンク • 

固定タンク内の灯油を抜いてください。 

運搬の途中で灯油がこぼれて周囲を汚す 
おそれがあります。 

ノ 


お願い (NOTICE) 

灯油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになつた販売店にご相談ください。 


_使用する場所 


効果的に使用するために 


參外気に接する窓側などに置くと、冷気がストープで暖められ、上昇 
対流するので効果的です。 


•カーテンなど可燃物との距離は十分とつてください。 


•扇風機やサーキユレーターなどで室内の空気を対流させると、より 
効果的な暖房ができます。 

修ス I ブに直接、風があたらないよう注意してください。 











































圓各部のなまえ 

r 外観図） 

天板— 

ガード— 

燃焼筒— 

覆板— 

点火ポタン—— 

しん調節つまみ 

置台— 

前板— 


G 冓造図) 




タンク室ふた 


反射板 


—とつて 
キャビネット(枠) 




一給油口 

オープン 

つまみ 

-油量計 


給油タンク 



コネクタ- 
固定タンク 


※単二形乾電池(別売) 4個を使用します。 














































































































_ 使用前の準備 


開こんと部品のセツト 


1.包装箱からストーブを出す 

•包装箱からストープを取り出してください。 
•ガードをとめているテープをはずして、ガ 
ードを開いてください。 

•燃焼筒巻きをはずしてください。 

•タンク室ふたを開いて、タンク押えをはず 
してください。 

籲包装箱、タンク押え、燃焼筒巻きはストープの 
保管に必要です。 

また、取扱説明書も忘れずに保管してください。 



2.燃焼筒を t ットする 

•燃焼筒をセットしたら、 
ガードをもとどおりに取 
り付けてください。 

•燃焼筒つまみを左右に動 
かして、しん案内筒に正 
しくすわつていることを 
確認してください。 



3•乾電池(单二形4個)をせットする 

•乾電池は別売です。 

(アルカリ乾電池のご使用をおすすめします。） 
•同じ種類の新しい单二形乾電池を4個用意し 
てください。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾電池と 
古い乾電池を組み合わせて使用しますと、液 
漏れや破裂のおそれがあります。 

•シーズン始めにすベて新しい乾電池に交換し 
i てください。消耗した乾電池を使用すると、 
r 点火しにくい場合があります。 

•後側にある電池ケースに、乾電池を電池ケー 
スの絵の方向に合わせて正しく t ットしてく 





燃料は必ず灯油 ( JIS 1 号灯油)を使用してください。 

參 I △危険 I ガソリンなどの揮発性の高い油は絶対に使用しないでください。火災の原因になります。 
參 IA 注意 I 変質灯油、不純:由などは絶対に使用しないで<ださい。 

參 添加剤や助燃剤などは使用しないでください。 

• 灯油は必す火気_雨水 • ごみ_高温および直射日光をさけた場所に保管し r ください。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(火の気のない所で©こなつてください。） 



灯油は 
ぬれたまま 



ガソリンは 
すぐ乾く 


変質灯油•不純灯油とは- 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
灯油 



長期間日光に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した灯油 


容器のふたが 
開けてあったり、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 
た灯油 



水 • ごみや灯 
油以外の油が 
ほんのわずか 
でち混入した 
灯油 



•極度に変質したも 
のは、黄色味がか 
ったり、すっぱい 
においがします。 

•必ず灯油用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•灯油はシーズン中 
に使いきりましよう。 



かたい 


(図1 ) 


/第1糸 

寒かたぃ 

M 第2糸 

(図 2) 


■変質灯油や不純灯油を使用すると、機器の故障の原因になります。 

春油の程度にもよりますが、1日〜 

30日のご使用で、しんの先端(図 1) 

または第1糸と第2糸の間(図 2) 

に 力ー ボンやタールが付着し、そ 
の部分がかたくなると同時に厚く 
なって、スピード消火ボタンを押 
したり、対震自動消火装置が作動 
しても、しんが下がらず消火しないことがあります。 

黎点火しなかったり、点火に時間が'かかったりします。 

春赤熱ムラが出たり、燃焼筒が暗くなり、激しいにおいがしたり、異常燃焼 
したりします。 

鲁給油タンクに灯油が残っていても火力が小さくなったり、しんか'下がらな 
くなったりします。 

隹点火してから完全燃焼まで時間がかかります。 

♦給油タンクや固定タンクか'腐食する原因になります。 


■万一変質灯油や不純灯油を 

使用したときは… 

♦給油_固定タンク内の灯油を抜き、き 
れいな灯油で2〜3回洗ってから使用 
してください。 

(悪い油が残っていると再発します。） 

11ページ） 

參しんの手入れをしてください。 

(ぽ11ぺージ ） 

• しんの手入れをしても効果のないとき 
はしんを交換してください。 

しんの交換はお買い求めの販売店または、 
コロナお客様ご相談窓□にご連絡くだ 
さい。 




• 変質灯油、不純灯油か^原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の対象外となります。 
変質灯油の処理でお困りの場合は、灯油をお買い求めの販売店にご相談ください。 













































































































4. 使用前の準備 


p 画 , 

• I △ 警告 I 給油は必す消火してから火の気のないところでおこなってください。 


給油の手順と注意 



1•給油タンクを取り出し、給油□を開く 

•タンク室ふたを開いて給油タンクを取り出し、才ープンつまみを強く引 
いて、給油□を開いてください。 給油□(断面） 

_燃焼中に給油タンクを持ち上げますと、安全のために給油時 
自動消火装置がはたらいて、自動的に消火します。 

籲給油□の幷の部分にゴミなどがはさまっている場合は取り除 
いてください。油もれの原因になります。 

•給油タンクは、ぶつけたり落としたりしないよう、ていねい 
に取り扱ってください。 



2.給油する 

參市販の給油ポンプなどを使用して、油量計を見ながら給油してください。 
參油量計の〔>〕位置まで黒色に変わったら、給油をやめてください。 


•給油□に力を加えて変形させたり衝撃などを受けて変形しま 
すと、油もれや給油□が完全に閉まらない原因になりますので、 
変形させないでください。 


力を加える 


3.給油□を閉める 



給油口 


①確実にロック♦②ロックの確認 

「バチン」と音がする 


まで強く押してくだ 

強く押す 


給油□を閉めたあと、 
先端を指で持ち上げ、 
開かないことを確か 
めてください。 


\ \ 


•[也警告 I 給油□は、「パチン』と音がするまで図の位 
置を強<押して確実に□ツクし、先端を指で持ち上 
けて開かないことを確かめてください。 

給油□を下にして、油もれがないことを確かめてから、 
給油タンクをタンク室に正しくセツトしてください。 

•[△警告 I 給油□が確実に閉まっていないと 1 灯油が 
こぼれて、火災の原因になります。 

•こぼれた灯油はよくふきとってください。 



■給油するときのめやす（給油サインで確認してください。) 

•ご使用中、給油タンク内の灯油が少なくなると 「給 
油サイン J で給油の予告をします。 

「給油サイン J に 赤色が 出てきたら、 「給油の手順 
と注意」 にしたがって給油してください。約1〜 

2時間で給油タンク内の灯油か'なくなります。 


\_ y 

-/ 


[灯油が多いとき] [灯油が少ないとき] 



キャビネット(枠)と同色 / 赤色 赤色 


キャビネット(枠)と同色 


点火前の準備と確認 . 


水平な場所に設置 



〇 



給油時自動消火装置 
の tz ツ F 



燃焼筒のすわり確認 



対震自動消火装置のセツト 

@点火 fggi スピード消火 


□ 圓 



•ストーブは、水平で安定 
のよい床の上に設置して 
ください。 

♦傾斜した場所や振動の激 
しい場所で使用すると、 
異常燃焼や対震自動消火 
装置の誤作動の原因にな 
ります。 


•給油タンクをセツトする 
と自動的にセツトされます。 


♦給油タンクが確実に入って 
し、ないと、セツトされません。 


•燃焼筒のつまみを持つ 
て左右に2〜3回動か 
して、しん案内筒に正 
しくすわっているかを 
確かめてください。 


•しん調節つまみを右（燃焼）方向に 
ゆっくりとまるまでまわすことによ 
り自動的にセツトされます。 


• しん調節つまみをまわすとき「カチカチ」 
と音がして重いのは、対震自動消火装置 
が自動的にセツトされているためです。 
♦一度セツトされますと、しん調節は軽く、 
音もなくなります。 
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ノ 













































































































_ 使用方法 




■電池点火のしかた 

1•しん調節つまみをまわし、点火ボタンを押す 

•しん調節つまみを右（燃焼）方向にゆっくりとまるまでまわし、 
しんをいっぱいに上げてください。 

(しん調節つまみの突起か'真上「点火位置」になります。） 

•点火ポタンを軽く押してください。 

ピ_という放電音がして点火します。 

•点火を確認したら、点火ポタンから静かに指をはなしてください。 


•点火後いつまでも放電を続けると、電池の消耗が早くなります。 
參点火プラグ(電極)付近から白煙が上がるだけで点火しない場合 
は、しんをわすかに下げて点火ポタンを押すと点火しやすくな 
ります。 


2.燃焼筒のすわり確認 

參燃焼筒のつまみを持って、左右に2〜3回動かして、しん案内筒 
に正しくすわっているかを確かめてください。 




癱 注意1 燃焼筒が正しくすわっていないと、最初から赤火で 
すすけて異常燃焼し、火災になるおそれがあります。正しくす I I 

え付けてください。 I " [ 

❿ r △注意1燃焼筒のつまみを左右に動かすときは、ガードや覆 ； r 

板が高温になっていますので、ふれないように注意してください。 — H 


•しん、点火プラグ(電極やその周囲)および電極板(先端部)が力一 
ボンや夕ールで汚れてくると点火しにくくなります。しんの手入 
れや掃除をおこなってください。 （@ ii ページ） 

♦しんの手入れや掃除をおこなっても点火しにくい場合は、乾電池 
が消耗している可能性があります。同じ種類の新しい里二形乾電 
池4個と交換してください。（@5ページ） 

■マッチ点火のしかた（霉池点火が使えないとき） 

1.ガードを開いてください。 

2 .しん調節つまみを右（燃焼）方向にゆっくりとまるまでまわし、 

しんをいっぱいに上げてください。 

3 . 燃焼筒つまみを図のように持ち上げてマツチで点火してください。 

4. 燃焼筒をしん案内筒の上に静かに戻してください。 

5 .燃焼筒つまみを持って左右に2〜3回動かし、燃焼筒のすわりを確かめてください。 

6 .ガードを閉めてください。 




參注意 I マッチの燃えかすをしん付近や置台の上に置かないでください。樹脂部分が焼損したり、火災 
になるおそれ3^あります。 

參0^注意 I 燃焼筒が正しくすわっていないと最初から赤火ですすけて異常燃焼し、火災になるおそれがあ 
ります。正しくすえ付けてください。 

V_/ 


•初めてご使用(こなるときや、しんの手入れ、しんの交換、から焼きなどをしたときは、給油後20分以上放置して、しんに十分 
灯油がしみこむまでおまちください。しんに十分灯油がしみこまないうちに点火すると、吸い上げ不足のため燃焼筒の赤熱不足 
が続くことがあります。このときは、しりたん消火し、20分以上放置後点火してください。 

•初めてご使用になるとき、点火後しばらく多少のにおいがしますか'、これはス I ブに付着し r いる油などが焼けるときのもの 
で異常ではありません。 
















































5. 使用方法 







X しんの下げすぎ 

燃焼筒の上部が黒い - 

1 

〇 

1 

_ y 


炎の調節はしん調節つまみでおこないます。 

參炎や赤熱の状態を見ながら しんの下げす ぎや しんの上げす ぎの状態に 
ならないよろに調節し r ください。 


しん調節つまみ 

しん 

炎 ] 

右（燃 焼）方向にまわす 

上がる 

伸びる 

L 左（消火位置）方向にまわす 

下がる 

小さくなる 


〇正しい炎の状態 

燃焼筒が十分に赤熱 r 


h 

し、燃焼リング上の 

\ / 


炎の伸びか2 cm 以下 



赤熱部分/ 



r 

〇 


X しんの上げすぎ 

燃焼リング上に炎が \ 

2 cm 以上伸びている 






[ 

〇 


•点火後15〜20分たって、部分的な炎の伸びや、燃焼筒の赤熱ムラがでるときは、燃焼筒つまみを持って左右に軽く 2〜 
3回動かしてください。それでも炎が伸びてきたら、しん調節つまみを左(消火位置)方向へまわして 正しい炎の状態 に調 
節してご使用ください。 

•点火後そのまま放っておくと しんの上げすぎ のように炎が伸びて、すすや一酸化炭素が発生することがあります。 

また、 しんの下げすぎ のよラに燃焼筒の赤熱が不足している状態で燃焼しますと、燃焼音(ポッポッ)やにおい•一酸化炭 
素が発生するばかりでなく、しんに力ーボンが付着し、しん調節も重くなります。このようなときはしんの手入れをして 
ください。 （ 11ページ） 

•しんを下げた状態から急激にしん調節つまみを右(燃焼)方向へまわすと、一時的に炎が'伸びてにおいや黒煙がでることが 
あります。しん調節つまみを右(燃焼)方向へまわすときは、炎を見ながらゆっくり操作してください。 

•換気扇•超音波加湿器などを使用すると、炎がピンク色になることがありますか'、異常ではありません。 



tt=B9 


■通常消火のしかた 

_ 1.しん調節つまみを左(消火位置)方向にまわす 


圍 D 点火 Gj © スピ-ド消火 €0® 



參しん調節つまみを左（消火位置）方向にゆっくりとまるまでま 
わして、しんをいっぱいに下げて消火してください。 

(しん調節つまみの突起が「消火位置」になります。） 


•ス I ブを押したりして消火しないでください。 

• 3-5 分程度で消火します。 

• しん調節つまみを早くまわしたときや、小火力で使用してからの消 
火は、炎が一瞬伸びることがありますので、炎が伸びないようゆつ 
くりまわして消火してください。 


2•消火の確認をする 

•必す消火の確認をしてください。 
















































































5. 使用方法 


■スピード消火のしかた(緊急時の消火方法） 

急いで消火させるとき（緊急時）に使用してください。 



1.スピード消火ボタンを押す 


參対震自動消火装置が作動し、しんが下がります。 
(しん調節つまみの突起が「消火位置」に戻ります。) 


•通常消火にくらべて、消火時のにおいが強くなり、すすが発生す 
ることがあります。 


2•消火の確認をする 


•必す消火の確認をしてください。 



•スピード消火ポタンを押しても、しん調節つまみの突起が「消火位置」に戻らないときは、戻るまでスピード 
消火ポタンを押しながら、しん調節つまみを左方向へまわしきって消火してください。 

'スピード消火ポタンを押しても、しんが完全に下がりきらない（しん調節つまみの突起が「消火位置」に' 
戻らない）のは、変質灯油などでしんの上部に、夕ールなどが多く付着し r いることが原因です。 

(ぽ5ぺージ） 

、このようなときは、しんの手入れをしてください。11ページ） , 

參それでも（スピード消火ポタンを押しても、しん調節つまみをまわしても）しんが下がらす、消火しないとき 
は、給油タンクを取り出し、火が消えるまで燃焼させてください。 

〔このよろなときは、お買い求めの販売店または、コロナお客様ご相談窓□にご相談ください。〕 



消火後すぐに再点火すると燃焼筒の温度が高くて、点火しなかったり、においがします。燃焼筒が冷えるまで、 
6〜7分位待ってから点火してください。 


_対震自動消火装置 


強い地震や振動、衝撃を受けたときは対震自動消火装置が'作動して自動的に消火します。 

しん調節つまみを右(点火位置)方向にゆっくりとまるまでまわすことにより自動的にセツトされます。 

(ぼ6ぺージ） 

•対震自動消火装置は、 JIS に定められた100〜200ガルの振動により作動するよろに調整してあります。 

したがっ r ご使用中における弱い日常的な振動、傾斜では作動しません。 

參変質灯油などでしんの上部に夕ールなどが多く付着していると、対震自動消火装置が作動してもしんが完全に下が 
りきらないで消火しないことがあります。このようなときはしんの手入れをしてください。 ( t ^ 11ぺージ） 
•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物、ストーブの損傷、灯油のあふれなど異常がないことを確認したあと、 
再点火してください。 


圓その他の装置（給油時自動消火装置) 


燃焼中に給油タンクを持ち上げると、自動的に消火します。（しん調節つまみの突起が「消火位置」に戻ります。) 
給油時自動消火装置は、消火した状態でも働き「カチツ」という音がしますが、異常ではありません。 

給油タンクをセツトすると自動的に t ツトされます。 

•給油タンクが確実に入っていないと、 t ツトされす、点火できません。 

參燃焼中に、給油時自動消火装置が働いた場合、消火時のにおいが強くなることがあります。においを抑えるため、 
しん調節つまみで消火させ、しばらくしてから給油タンクを取り出してください。 




















対震自動消火装置 

/ 点検時は必す乾電池 N 
を抜いてください。 


しん案内筒パッキン 


_やわらかい布で、ごみ、異物、 
ほこりなどをきれいにふきとる。 

キヤビネット（枠）のはずし 
かたは、上記作動具合の処 
置方法参照。 


籲しんの手入れをする。（@11ページ） 

鲁効果のない場合は、しんを交換する。 

(お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓口 
にご相談ください。） 


籲パッキンに、のび、切れ、ひびなどが入っていた場合は交換する。 
(お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓口 
にご相談ください。） 



r 

点検箇所 

点検する内容 

処置方法 ^ 


置 台 

給油タンク 

参油もれ • 油のたまりや油のにじみがない 

♦油のたまりや、油のにじみはふきとる。 

使 

用 

か。 

參 油もれのある場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼してく 
ださい。 

外 

キャビネット(枠)、反 
射板、覆板、置台など 

參ほこりや污れがないか。 

♦ブラシややわらかい布でふきとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでください。） 

ご 

と 

観 

天 板 

參化繊などのほこりが焼きついていないか。 

春白っぽく変色していないか。 

• しめらせたやわらかい布にクレンザーをつけてふきとる。 

• しめらせたやわらかい布でふきとる。 

ス 1 -ー ブの周囲 

參可燃物がないか。 

♦周囲を整理•清掃し、可燃物は取り除く。 


乾電池 

參点火しにくくなったり、点火時の「ピ _J 
という放電音がかすれたり、とぎれるこ 
とがないか。 

♦同じ種類の新しい乾電池(車二形4個)と交換する。 


A 点火時(通電時)に、点火プラグからは高電圧が発3 

E します。点火プラグに不用意に触れないでください。 


感電するおそれがあります。点検•手入れをするときは、必す乾電池をはずしてからおこなってください。 


㊀ ドライバー 〆 

たいらの部分 


しん案内筒 


♦燃焼筒をはずし、 ㊀ ドライバー 
の先で燃えかすなどを取り除く。 

• しんの先端をしん案内筒のた 
いらの部分に合わせ、燃えか 
すがみそに落ちないように注 
意してください。 


籲燃焼筒をはずし、 ㊀ ドライバーの先やブラシなどで力ーボンや 
タールな どを取り除く。 



月 

1 

回 


点火プラグ 
電 極 


しんの点火部 


_電極や電極板を変形させ 
ないでください。変形し 
た場合は、お買い求めの 
販売店に修理を依頼して 
ください。 

參しんをほつれさせないで 
ください。 


♦燃えかすなどを取り除く。 
♦ほつれを切る。 


-〈点火部の関係寸法図〉- 


，しん 
しん案内筒 

1mm 




点火プラグ 
電極 



1mm 


燃えかす 



•ほつれ 


月 

2 

回 


♦感震部、作動部を点検する。 

燃焼筒と給油タンクを取り出し、しん調節つまみを抜いたあと、 
キヤビネット（枠)の左右側面(下部)の止めねじ4本と操作部 
中央の止めねじ1本をはすし、キヤビネット（枠）を前方に約 
45°傾け、そのまま引き抜いてください。 


• たいらの部分に燃えかすなどがたまつて 
いないか。 

燃えかすなどがたまると燃焼筒のすわ' 
りを悪くして、燃焼を阻害することが 
あります。 


鲁点火プラグの電極やその周囲あるいは電 
極板が、カーボンや夕ールで汚れていな 
いか。 

〔点火不良の原因になります。〕 



拳燃えかすなどが落ちていないか。 
♦ほつれていないか。 


動具合 j 

♦乾電池を抜いて、しんを上げ、置台の左 
側を前後に強く動かしたとき、対震自動 
消火装置が作動して、しんが最後まで確 
実に下がるか。 


皡震部(ふりこ、ベース）） 

♦ごみ、異物、ほこりなどが付着し r いな 
いか。 


_部(しん ) j 
• しんの上下はスムーズか。 
♦タールの付着はないか。 


♦のびたり、切れたり、傷んでひびが入つ 
ていないか。 


圆日常の点検•手入れ 

点検•手入れは、消火後ストー：^ が 十分冷えてから、おこなってください。 


* 対震自動消火装置を分解したり、油でふいたりしないでください。 

* しんの標準出寸法は11圓です。切ったり、長く引き出したりしないでください。 

• しん案内筒 • 給油タンク • 燃焼筒は変形させないでください。また燃焼筒を落として、ガラスを割ったりしないで 
ください。 


2力月に1回月1回しん交換時 

_V 






































































8. 日常の点検 • 手入れ 


■油タンク内（給油タンク•固定タンク）の変質灯油や不純灯油を取り除くときは… 

処置方法（火の気のないところでおこなってください。） 

1.スピード消火ポタンを押して、対震自動消火装置を作動させてください。 

2 .燃焼筒と給油タンクを取り出し、しん調節つまみを抜いたあと、キャビネット（枠)の左右側面（下部）の止めねじ 

4本と操作部中央の止めねじ1本をはずし、キャビネット(枠）を前方に約45°傾け、そのまま引き抜いてください。 

3 .オイルピンを取り出して、固定タンク内の灯油を図のようにして抜き取 

り、きれいな灯油で2〜3回洗ってください。 

4 . 油受けざらの底にたまっている水やごみは必ず布きれでふき取ってく 

ださい。 

5 .オイルピンをもとどおりピンがまっすぐ上を向くように取り付けてくだ 

さい。 

6 .給油タンク内もきれいな灯油で洗い、良質の灯油に交換してください。 

しんの手入れもあわせておこなってください。 1ページ） 



しんの点検•手人れ（月1回) 


■変質灯油や不純灯油などでしんの上部にカーボンやタールが付着し、不具合が生じた 
とき（ぽ5ページ）は、しんの手入れをしてください。 


しんの手入れをするときは、風のあたらない場所でおこなってください。風があたると赤火が出たり、 
異常燃焼の原因になり危険です。また、しんの手入れ中はにおいがしますので換気をしてください。 


-1 r 

― --給油タンク 

a y ▼ 


1.空タンクを t ツトする 

•給油タンクの灯油を抜いて、空タンクをセツトしてくだ 
さい。 

修 t ツトしないとしんが下がって、しんの手入れができません。 



2. 点火操作をする 

參しん調節つまみを右(燃焼)方向にゆっくりとまるまでまわ 
し、しんをいっぱいに上げたあと点火ポタンを軽く押し 
r 点火してください 

•正しい炎の状態で燃焼させてください。 （ @8ページ） 

3. そのまま灯油がなくなって、火力が小さくな 
るまで放置する 

4•火力が小さくなったらしんをいっぱいに上げ、 
消火するまで燃焼させる 


•しんがかたくなっているときは、しんの手入れを2〜3回おこなってください。 

•しんの手入れ後のご使用は、しんを一番下まで下げてから給油タンクをセツトし、20分以上待ってしんに十分灯油 
がしみこんでから点火してください。 

しんに十分灯油がしみこまないうちに点火すると、吸い上げ不足のため燃焼筒の赤熱不足が続くことがあります。 


■次のようなときは新しいしんと交換してくださしヽ。（ぽ13ページ) 


•しんの手入れをおこなっても力ーボンや夕ールがとれず、効果がないとき。 
•しんが水を含んでしまい、しんの上下操作が重くなったとき。 

•しんの上部が消耗して、うすくなったり短くなったり、 B 凸になっているとき。 

■しんについて 

參このス I ブのしんは着火しやすいように点火部に切欠きがあります。 

參切欠き部分の繊維をほつれさせないでください。 
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_ 定期点検 


長期間ご使用にな0ますと、機器の点検が'必要です。 

2年に1回程度、シーズン終了後などにお買い求めの販売店または、修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器 
保守協会 (TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術管理士）など〕のいる 
店などに点検依頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年 ご 使用の石油ス1-ーブの点検をぜひ！ 


こんな症状は 
ありませんか 

•油もれがする。 

•炎が不安定でススや黒煙が出る。 

•器具を強くゆすっても炎が消えない。 
•焦げるようなにおいや目がチカチカする。 
•その他の異常や故障がある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必ず 
販売店にご連絡ください。 
点検 • 修理についてのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


圓故障 • 異常の見分け方と処置方法 

•次の表にもとづいて、お確かめください。 

參処置方法により処置しても良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 
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処置方法 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

給油タンクに灯油がない 

• 

• 


• 


• 






參 

給油する 

6 

水、変質灯油、不純灯油が'混入して 
し、る 

• 

• 

參 

• 

• 

• 

• 

• 


• 

參 

• 

給油タンク、固定タンク内の油を 
抜き、きれいな灯油で洗い、しん 
も交換する 

11.13 

しんに十分灯油がしみこまないうち 
に点火した 

• 

• 


• 


• 






• 

給油後はしんを下げて20分以上待 
ち、しんに十分灯油がしみこんでか 
ら点火する 

7 

しんの上げすぎ 



• 

• 

• 








正しい炎の状態になるようにしん 
を調節する 

8 

しんの下げすぎ 


• 


• 


• 







燃焼筒のすわりが悪い 



• 

• 

• 








燃焼筒つまみを左右に動かしてすわ 
りをなおす 

7 

長時間閉め切った部屋で使用している 


• 


• 


• 







窓をあけ、部屋の換気をする 

1 

しんに夕ールが付着している 

參 

• 

• 

• 


參 

• 

• 


參 


參 

「しんの手入れ」をする 

11 

点火プラグの電極や電極板の污れ • 
変形 

• 












污れは掃除、変形は販売店に依頼し 
r 修理する 

10 

点火装置のコネクタや高圧コードが 
はすれている 

• 












正しく差し込むまたは、販売店に 
依頼してすぐ修理する 

- 

乾電池か'正しく入っていない、消耗 
している 

• 












® ©を正しく入れる 
新しい乾電池と交換する 

5 

燃焼筒の変形、破損 













新しい部品と交換する 

13 

風、振動を受けている 









• 




風の当たらない場所で使用する 
振動を受けないようにする 

2 

しん上下機構が故障している 

• 






• 

• 


參 



販売店に依頼してすぐ修理する 

— 

給油タンクが入っていないまたは、 
確実に入っていない 









• 


• 


給油タンクを確実に入れる 

6 

対震自動消火装置が故障している 









參 




販売店に依頼してすぐ修理する 

ノ 


參燃焼中や消火後に、ときどき f ポコンポコン」という音がしますが、これは給油タンクから固定タンクへ灯油が流出す 
るときの音で異常ではありません。 
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園部品交換のしかた 


■部品交換のときの注意 

不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買い求 
めの販売店または、修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなろ技術管理講習会修 
了者（石油機器技術管理士）など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 




• しんの交換は、お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相 
談窓□へ依頼されることをおすすめします。 

• しんは必す検査に合格または認証された 「コロナ純正しん SX - E 378 YJ 
(右のマーク付）をご使用ください。 

器具に適合しないしんや、粗悪なしんを使用しますと、性能を十分発揮 
できないばかりでなく火災や中毒の原因になります。 

|しんの交換方法は、替しんに同こんの「石油燃焼機器用しん取扱説明書」 
にしたがってください。 



または 



'燃焼ザ 


点火プラグ • 電極板の交換は、お買い 
求めの販売店または、お近くのコロナ 
お客様ご相談窓口にご相談ください。 


燃焼筒の交換 


燃焼筒のガラスが割れたときは、 
お買い求めの販売店または、お近 
くのコロナお客様ご相談窓□にご 
相談ください。 

V _ ノ 


乾電池（別売）の交換 


乾電池を交換するときは、必ず同 
じ種類の新しい单二形乾電池を4 
個使用してください。 

(ぽ5ページ） 

\_ J 


画保管 

おしまいになるときは、日常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管してください。 


長期間使用しないとき 


1. 給油タンク • 固定タンク内の灯油を抜き取ってください。 （@11ページ） 

參水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや穴あきの原因になったり、しん上下不良の原因になることもあります。 
•灯油を抜いたあとは、内部をよく乾燥させてください。 

2 . しんの手入れをしてください 0 (ぼ 11ページ） 

3. 必ず乾電池を取りはずしてください。 


4•内部のごみやほこりを取ってください。 

•燃焼筒と給油タンクを取り出し、しん調節つまみを抜いたあと、キャビネット（枠）の左右側面（下部）の止めねじ 
4本と操作部中央の止めねじ1本をはずし、キャビネット（枠）を前方に約45°傾け、そのまま引き抜いてください。 
掃除機などでごみやほこりを取り除いたのち、もとどおりに組み立ててください。 

5.ストーブ'の外観を掃除してください。 （咳 =10ベージ） 


6.対 震 自動消火装置を作動させてください。 10ページ) 


7.包装箱に入れて、乾燥した場所に水平に保管してください。 


籲 I △注意1傾けたり、横倒しの状態では絶対に保管しないでください。 

♦取扱説明書は、保証書と共に大切に保管してください。 

♦来シーズンにお使いになるときは、対震自動消火装置の作動を2〜3回くりかえし、しんが最後まで下がることを確か 
めてください。 
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圓仕様 


f 型式の呼び 

SX - E 378 Y 1 

種 類 

しん式 • 放射形 

点火方式 

高圧放電点火〈单二形乾電池 (1.5 V ) 4個〉 

使用燃料 

灯油 ( JIS 1 号灯油） 

燃料消費量 

0.355 L/h 

暖房出力 

3.65 kW 

油タンク容量 

4.0 L 

燃焼継続時間 

約1 1.0 時間 

標準適室 

木 造 16.5 nrf (10 畺)まで 

コンクリート 21.5 rrf (13 畺)まで 

外形寸法 

高さ510 mm 幅452 奧行314 (置台を含む） 

E 5 巨 

負 里 

8.1 kg 

し ん 

種 類 

普通筒しん 

呼び寸法 

内径75 厚さ 2.8 mm 

安全装置 

対震自動消火装置 

t その他の装置 

給油時自動消火装置 


※乾電池は別売です。（アルカリ乾電池のご使用をおすすめし ます。） 同じ種類の新しい単二形乾電池を4個用意して ください。 



アフターサービス 


保証について 


•このコロナ石油ス I には保証書か'ついています。 

「お買いあげ日•販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管してください。 
•保証期間はお買いあげいただいた日から1年間です。 

癱次のような原因による故障および事故につきましては、保証の対象になりませんので注意し r ください。 

• 変質灯油や不純灯油など、また灯油以外の燃料使用による故障や事故。 

* 誤つ7■こ使用方法による故障や事故。 


f 彦理を依頼されるとき 


•本書の「故障•異常の見分け方と処置方法」（13=12ページ）の項にしたがって調べても良くならないときは、 
お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

ISi の呼び1保証書をごらんください。 

* お買いあげ日 

* 故障状況（できるだけ具体的にご連絡ください。） 

• ご住所_ご氏名 • お電話番号 

•修理に際しては、保証書をご提示ください。 

保証期間中であれば保証書の規定にしたがって無料修理させていただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコロナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださい。 


■保証期間が過ぎているときは 

•お買い求めの販売店にご相談ください。修理によって使用できる製品についてはお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石油ストープの補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切り後6年です。 

■修理に出されるときは 

•輸送時や運搬時に給油タンク_固定タンク内に灯油が'残ったままですと、傾きや振動で灯油がこぼれることがありますので、 
必ず抜き取ってください。 


14 
































101WA1717-012 3 dsp 20 


